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令和元年度第４回考古学講座          2019 年 9 月 21 日 

 

古墳時代後期・終末期の神奈川 
藤沢市役所 郷土歴史課 松坂悟 

 
１． 古墳時代後期・終末期について 
２． 横穴式石室と黄泉国神話 
３．  神奈川の様相 
 
〇用語 
【横穴式石室】古墳に埋設された遺骸埋葬施設のうち、一方の側面が外部に通じて出入口と

なっているものの総称。追葬することが可能になる。 
 
【横穴墓】丘陵斜面や崖面に横穴を掘り、死者を埋葬する墓で、横穴式石室などの横穴系埋

葬施設の影響を受けて、5 世紀代に九州北部で造られ始めた。 
 
【継体大王】430？－531？ 6 世紀前半の大王。安閑・宣化・欽明の父。継承者のいなか

った武烈のあと、応神五世孫というオホド王が大伴金村によって越前の地から呼ばれ、大王

の位に就いたとされる。その墓が、それまで王墓・大王陵がまったく営まれなかった淀川水

系の摂津三島の地に造営されることが注目される。 
 
【モガリ】人が亡くなってから一定の期間、埋葬場所以外で遺体をいったん安置し、死者の

復活を願いつつ「死」を確認すること。 
 

【国富
くにどみ

中村
なかむら

古墳】出雲平野東北部に位置する約 30m の円墳で、地域でも大型の横穴式石室

を有する。築造時期は６世紀末から 7 世紀初頭頃。未盗掘であり、再生阻止儀礼の確認が古

墳時代の葬送儀礼研究において大きな成果となっている。 

【葉
は

佐
ざ

池
いけ

古墳
こ ふ ん

】愛媛県松山市にある長さ 41m 幅 23m の楕円形墳で未盗掘であった。一号石

室は６世紀後半に築造され、７世紀初頭まで追葬に用いられた。被葬者にはハエの囲
い

蛹
よう

殻
かく

が

多量に付着していた。ハエは暗闇では活動しないので、卵を産み付けられたのは、ある程度

光量があって出入り可能な密閉されていない空間ということになり、モガリの事例として注

目される。２号石室は６世紀中頃から築造され、人為的な破壊の痕跡が石室内で検出されて

いる。 
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１ 古墳時代後期・終末期について 
 
⑴導入 
 古墳時代前期から中期にかけて、各地に地域的な首長連合が形成されていた。ヤマト王権

も畿内南部の地域的首長連合と考えられる。こうした各地の地域連合が複合的、重層的に重

なり合って構成されていたのがヤマト政権と呼ばれる汎列島的な首長連合といえる。しかし、

中期後半の 5 世紀後半になるとこうした首長連合は急速に解体していったようで、5 世紀後

半以降には、墳丘長 150m 以上の前方後円墳は畿内以外の地域では全く見られなくなってし

まう。 
 
⑵古墳時代後期と終末期 

５世紀末～６世紀末。古墳時代後期には横穴式石室が九州以外の近畿地方などでも使用さ

れるようになり、群集墳が出現、後期後半には各地に横穴式石室を埋葬施設とするものが見

られる。また、6 世紀末以降、前方後円墳の造営が終わり、それ以降が終末期とされる。 
 
⑶横穴式石室 

横穴式石室は後期古墳を代表する要素として、その登場が時期区分の指標となっている。

しかし北部九州では 4 世紀代に導入されており、それだけでは後期古墳の特徴とは言えない。

その意味では畿内で 6 世紀初頭に成立した畿内系石室が横穴式石室の汎列島的な普及をも

たらす契機となった。 
 
⑷継体大王 

6 世紀前半頃の大王。今城塚古墳（真の継体陵とされる）は同時期では最大規模の前方後

円墳である。また主体部は横穴式石室であると推定され、今のところ、大王墓で横穴式石室

を採用した最古の例である。 

また、6 世紀初頭ごろ、例外的に規模の大きな、名古屋市断夫山古墳（150m。継体を擁

立した尾張連草香の墓とされる）と八女市岩戸山古墳（138m。磐井の墓とされる）が造ら

れていることが、継体大王の時代を考える上で注目される。 
 

⑸前方後円墳から大型方墳・円墳へ 

 五条野丸山古墳（欽明陵とされる）を最後に巨大な古墳の造営は終わる。以後、それまで

前方後円墳を造営していた大王や有力首長たちは大型の方墳・円墳を造営するようになる。 

 

⑹終末期古墳 

 蘇我馬子の墓と伝わる石舞台古墳のように巨石を用いた巨大な石室は造られなくなり、切

石を使用した精緻な石室が造られるようになる。また。終末期の大王陵には八角形墳が採用

されるようになる。 
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２ 横穴式石室と黄泉国神話 
 
研究史 
 
●ヨモツヘグイ 

小林行雄は黄泉国神話に現れる「黄泉戸喫
ヨ モ ツ ヘ グ イ

」に着目した。（黄泉戸喫はイザナミが黄泉の

国で飲食をしてしまったため、現世には帰れないと告げる部分）これを横穴式石室から出土

するミニチュア竈と関連させ、墓前炊飯と共同飲食が「黄泉戸喫」の実態であると推論し、

その機能が生者と死者の厳重な区別にあるとした。（小林 1949・1965） 
 

●コトドワタシ 
 白石太一郎は神話の「コトドワタシ」に着目した。白石はこの神話の内容と横穴式石室の

閉塞施設における儀礼とを対比し、両者が対応するものであるとした。そして、後期古墳に

おける葬送儀礼の要素が、「黄泉戸喫」としての墓室内食物供献、「黄泉比良坂」における呪

的逃走に対応する石室からの脱出、および石室の閉塞とそれに伴う儀礼による死者との別離

の宣告（コトドワタシ）であると論じた。（白石 1975） 
 
●人骨からのアプローチ 
 田中良之はこれまでの研究は土器をはじめとした副葬品の存否や位置関係、扱われ方が主

たる研究対象であり、墓の被葬者（人骨）について考慮する必要があるとして、5 世紀後半

の墓室内飲食物供献の事例を人骨の出土状況とともに検討した。供献は埋葬後数年をへて再

度開口して行われ、その際に人骨の脚部を一部二次的に移動する行為があったこと、これら

の行為が死の認定に関わる儀礼であり、5 世紀後半に始まることを論じた。 
イザナミは黄泉戸喫を行い、死者の世界の住人となってしまったが、追いかける力を有し

ていた。つまり神話における死生観では肉体が腐敗してもヨモツヘグイのみでは完全な死を

迎えてはいなかった（埋葬のみでは被葬者の死は完結せず）。 

神話においてイザナミの死が完了するのは、コトドワタシによってである。それが閉塞儀

礼であれば、追葬によって再度閉塞部を開口することは生者にとって危険なことである。従

って死の完結には、黄泉の国の住人になるためのヨモツヘグイとともに、死霊の再生阻止儀

礼が必要とされた。それが、飲食物供献と、人骨の二次的移動および脚部への飲食物供献で

あったと考えられる。（田中・村上 1994） 
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3 神奈川の様相 
 
⑴古墳時代後期以前 
 相模や南武蔵では中期前半東京都野毛大塚古墳、前期後半長柄桜山古墳 1・2 号墳、海老

名市瓢箪塚古墳等などで大型古墳の造営が終わる。この背景として、畿内から東方への主要

ルートの変化が指摘されている。 
 
⑵武蔵地域の横穴式石室 

武蔵地域で再び有力首長墳が注目されるのは、終末期前半の多摩地域にある切石石室墳で

ある。8 世紀に国府が成立し、武蔵が東山道から東海道に変更されるさきがけを思わせる。 
 

⑶相模地域の横穴式石室 
 相模地域の後期後半から終末期では、川原石両袖・片袖石室が有力首長墳に採用される。

また後期後半から急増する小型円墳などの多くには無袖石室である。 
 
⑷その他の墓 
 ６世紀後半から７世紀代を中心に横穴墓が各地に爆発的に造られるようになります。神奈

川県内でも大磯丘陵一帯、藤沢・鎌倉・逗子・横浜市栄区等一帯、三浦半島東京湾岸沿い、

多摩丘陵南端部などに数多く造られる。 
 また竪穴系の小石室や横須賀市かろうと山古墳のように切石組合せ箱式石棺を主体部に

採用した古墳、横穴式石室を主体部にもたない後期古墳（寒川町宮山中里遺跡 5 号墳のよう

に前方後円墳なども見られる）など古墳時代後期から終末期の墓制は横穴式石室以外にも多

様に展開している。 
 
⑸古墳時代から古代へ 
 古墳時代終末期と重なる時期に、郡家などの古代集落に関連する遺跡が各所で調査されて

いる。武蔵では東京都北区御殿前遺跡、川崎市橘樹官衙遺跡群、横浜市長者原遺跡などが７

世紀後半から末に成立。相模では茅ヶ崎市下寺尾官衙遺跡群をはじめ、厚木市御屋敷添遺跡、

海老名市本郷遺跡、藤沢市南鍛治山遺跡で７世紀後半から８世紀前半の大型建物跡の出現が

発掘調査の成果から確認されている。 
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図 1（倉野 1963）図 2（出雲弥生の森博物館 2012）図 3～5・10～12・14～27（各発掘調査報告書より引用）

図 6～7（栗田 2015）図 8～9（出雲弥生の森博物館 2012・写真引用元は松山市考古館）図 13（田尾 2007）
図 28（西川 2007）図 29（田尾 2014） 
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